
議議会会だだよよりり

77月月 44日日～～55日日ににかかけけてて、、内内灘灘海海岸岸特特設設会会場場でで盛盛大大にに
開開催催さされれままししたた。。始始球球式式でではは、、内内灘灘キキャャンンペペーーンン

ガガーールルにによよるる笑笑顔顔ののピピッッチチンンググもも行行わわれれままししたた。。

副議長に清水 文雄氏 を選出 ②

電子黒板26台 すべての学校へ ④

小学校の工事状況は －委員会レポート－ ⑧

いいっっぱぱんん質質問問 －－99人人がが登登壇壇－－ ⑩

突撃！ 街かどインタビュー 多田正暁さん（鶴ヶ丘）⑳

平平成成2211年年〔〔22000099〕〕
77月月 2233日日 発発行行

石川県内灘町議会

町町 章章

VVooll..９９８８
ビビーーチチベベーーススボボーールル大大会会がが開開催催
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9日～17日

６
月
定
例
会
初
日
の
９
日
に
、
水
口

裕
子

副
議
長
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
選
挙
を

行
っ
た
結
果
、
副
議
長
に
清
水
文
雄
氏
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
、
各
常
任
委
員
、
広

報
対
策
特
別
委
員
な
ど
が
任
期
を
迎
え
た
こ
と

に
よ
り
、
新
た
に
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

清水文雄副議長のプロフィール

議 員 平成 11年 4月初当選。現在 3期。
活 動 歴 総務・産業建設常任委員長、決算特

別委員長、議会運営委員等を歴任。
家 族 妻、息子と３人暮らし
趣 味 読書、音楽（サザンオ－ルスタ－ズ）
座右の銘 「迷った時は、棘（いばら）の道を

選択せよ」

環
境
開
発
対
策

特
別
委
員
長
に生田 勇人氏

青
少
年
問
題

協
議
会
委
員
に南 和彦氏

議
会
運
営
委
員
会

（
７
名
）恩道正博 夷藤 満 北川 進 ◎八田外茂男 ○中川 達 清水文雄 能村憲治

清水文雄氏を選出

◎は委員長、○は副委員長

議
会
の
日
程
、
議
案
や
一
般
質
問
の

取
り
扱
い
な
ど
議
会
運
営
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
必
要
な
事
項
や
、
議
長
か
ら

の
諮
問
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

清水副議長

副議長に
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総
務
常
任
委
員
会

（
６
名
） 北川悦子 渡辺 旺 ◎北川 進 ○藤井良信 中川 達 能村憲治

文
教
福
祉

常
任
委
員
会（
５
名
）生田勇人 水口裕子 ◎夷藤 満 ○川口正己 米田 満

産
業
建
設

常
任
委
員
会（
５
名
） 南 和彦 八田外茂男 ◎恩道正博 ○南 守雄 清水文雄

広
報
対
策特別

委
員
会北川悦子 生田勇人 ◎藤井良信 ○南 和彦 清水文雄 能村憲治議長

◎は委員長、○は副委員長

5
人
の
委
員
で
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編

集
発
行
業
務
等
を
行
い
ま
す
。

町
民
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
の
所
管

に
関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

都
市
整
備
部
の
所
管
に
関
す
る
事
項
を

審
査
し
ま
す
。

総
務
部
、ま
ち
づ
く
り
政
策
部
、消
防
本

部
の
所
管
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。
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予

算

小
・
中
学
校
へ

教
育
機
器
導
入

鶴
ヶ
丘
小
学
校
に
５
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
費
用
１
４
７
０

万
円
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校

合
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

７２
台
、
電
子
黒
板
２６
台
、
パ

ソ
コ
ン
１
１
３
台
を
設
置
す

る
費
用
に
７
５
３
０
万
円
。

道
の
駅
を

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化

道
の
駅「
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー

ク
」
を
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

化
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い

町
・
内
灘
」
を
全
国
に
向
け

発
信
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
、
太

陽
電
池
時
計
、
芝
生
広
場
の

休
憩
所
等
の
設
置
費
に
２
０

０
０
万
円
。

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
１７
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
改
正
４
件
の
ほ
か
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
な
ど
１１
件
の
議
案
を
審

議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

国
の
第
１
次
補
正
予
算
に
伴
う
公
共
投
資
臨
時
交
付

金
や
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
て
、

町
の
各
種
事
業
を
前
倒
し
し
て
行
い
ま
す
。

平
成
２１
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
２
億
７
２
８
７
万

円
の
追
加
で
総
額
７７
億
６
２
８
７
万
円
、
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
は
、
３
億
円
を
追
加
し
総
額
１６
億
７
８

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

国の臨時交付金を活用 総額6億3,538万円を補正

電子黒板２６台
すべての学校へ

多様なメディアを活用 電子情報ボード
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林
帯
遊
歩
道
を

改
修

林
帯
遊
歩
道
は
多
く
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

損
傷
が
激
し
い
舗
装
区
間

を
改
修
す
る
費
用
に
５
０
０

万
円
。

北
部
保
育
所
を

耐
震
化

北
部
保
育
所
（
西
荒
屋
）

の
耐
震
補
強
工
事
に
か
か
る

設
計
委
託
料
お
よ
び
工
事
費

に
２
４
６
０
万
円
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

等
を
購
入

２９
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

と
７８
人
乗
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
各
１
台
購
入
す
る
費
用
に

３
０
０
０
万
円
。

雨
水
排
水
路
の

改
修

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
裏
の
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
雨
水
排
水
路
の
改

修
を
行
う
費
用
に
３
億
円
。

環
境
施
策
の
推
進

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
、

省
エ
ネ
の
推
進
を
図
る
た
め
、

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

と
内
灘
町
エ
コ
シ
ッ
プ
計
画

の
策
定
に
５
７
３
万
円
。

ま
ち
な
み
整
備

国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

を
活
用
し
、
向
粟
崎
地
区
の

ま
ち
な
み
整
備
を
行
う
た
め

に
必
要
な
土
地
購
入
費
と
し

て
１
８
０
５
万
円
。

町
総
合
体
育
館
の

耐
震
改
修

内
灘
町
総
合
体
育
館
の
耐

震
改
修
を
実
施
す
る
た
め
の

設
計
費
と
し
て
７
９
８
万
円
。

契

約

消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
購
入

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台

を
２
１
４
２
万
円
で
購
入
す

る
契
約
を
し
ま
し
た
。

大
根
布
小
学
校
の

増
築
工
事

大
根
布
小
学
校
の
職
員
室

と
２
ク
ラ
ス
分
の
普
通
教
室

を
７
６
４
４
万
円
で
増
築
す

る
請
負
契
約
を
し
ま
し
た
。

条

例

入
館
料
の
減
免
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
す

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ほ
の
ぼ

の
湯
）
入
館
料
の
全
額
が
免

除
さ
れ
る
方
の
対
象
を
拡
げ

る
た
め
の
条
例
改
正
が
行
わ

れ
ま
す
。

従
来
は
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
と
療
育
手
帳
を
所

有
す
る
人
が
対
象
で
し
た
が
、

７
月
か
ら
は
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
所
有
す
る

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

平
成
２０
年
度
国
保
は

歳
入
不
足
に

平
成
２０
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
の
歳
入
不
足
を

補
う
た
め
、
２１
年
度
予
算
か

ら
１
億
４
８
８
９
万
円
を
繰

り
上
げ
て
支
出
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

夏
季
ボ
ー
ナ
ス
の

減
額

議
員
、
特
別
職

議
員
、
町
長
・
副
町
長
・

教
育
長
の
夏
季
ボ
ー
ナ
ス
を

０
・
１
５
カ
月
分
減
額
す
る

条
例
改
正
を
し
ま
し
た
。

議

員
５
万
３
０
０
０
円
、

町

長
１６
万
７
０
０
０
円
、

副
町
長
１３
万
６
０
０
０
円
、

教
育
長
１２
万
５
０
０
０
円
程

の
減
額
と
な
り
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

職
員一

般
職
員
の
夏
季
ボ
ー
ナ

ス
を
期
末
・
勤
勉
手
当
で

０
・
２
カ
月
分
減
額
す
る
条

例
改
正
を
し
ま
し
た
。

平
均
的
な
職
員
を
例
に
す

る
と
約
７
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
す
。

（
賛
成
１１
人
、
反
対
４
人
）

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
２
回

―
５
月
２９
日
―

第
１
回

大根布小学校の増築工事

―
５
月
１３
日
―

買
い
か
え
の
決
ま
っ
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
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国へ意見書を提出
教育予算の拡充を求める意見書
１．家庭の所得の違いによって子どもたちの教
育や進路に影響がでないよう、就学援助制度
を拡充すること。また、そのための国の予算
措置をおこなうこと。あわせて、奨学金制度
について、「貸与」から「給付」方式に改善
すること。
２．学校施設整備費、教材費、図書費、旅費、
学校・通学路の安全対策など、教育予算の充
実のため、地方交付税を含む国の予算を拡充
すること。
３．教育の自治体間格差を生じさせないために、
義務教育費国庫負担制度について、国負担率
を２分の１に復元することを含め制度を堅持
すること。
４．「子どもと向き合う時間の確保」をはかり、
きめの細かい教育の実現のために、義務制第
８次・高校第７次教職員定数改善計画を実施
すること。
５．教職員に人材を確保するため、教職員給与
の財源を確保・充実すること。あわせて、40
年振りに実施した文科省の勤務実態調査の結
果を施策に反映し、実効ある超勤縮減対策を
おこなうこと。

提 出 夷藤 満 議員
賛 成 北川 進 議員
〃 恩道 正博 議員

採採択択
国直轄事業負担金制度の見直しを求める

（全員賛成）

◎請願者
内灘町字向陽台１―２９１
公明党内灘支部 副支部長 塚田 勝則

◎紹介議員
米田 満、中川 達、藤井 良信

◎趣 旨
国直轄事業で地方が負担する経費の内訳と

積算根拠を明らかにするため、地方に対して
情報開示を行うこと。
また、施設等の維持管理に係る負担を廃止

するなど、制度の根幹的な見直しを求める。
�

請願の趣旨に沿った意見書を関係機関に
提出しました。

継継
続続
審審
査査

１
回
目

政
府
が
自
ら
決
め
た
備
蓄
ル
ー
ル

に
基
づ
い
て
、20
万
ト
ン
規
模
の

政
府
米
買
い
入
れ
を
求
め
る

（
継
続
に
賛
成
１２
人
、反
対
３
人
）

◎
請
願
者

能
美
市
辰
口
町
２
０
４
―
１

農
民
運
動
石
川
県
連
合
会

宮
岸

美
則

◎
紹
介
議
員

北
川

悦
子

◎
趣

旨
農
水
省
は
備
蓄
米
の
適
正
在
庫
は

１
０
０
万
ト
ン
と
し
、
売
れ
た
量
だ
け

買
い
入
れ
る
の
が
「
備
蓄
ル
ー
ル
」
と

し
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た

在
庫
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
最
低
２２

万
ト
ン
の
買
い
入
れ
が
必
要
。

２
回
目

「
気
候
保
護
法（
仮
称
）」の

制
定
を
求
め
る

（
継
続
に
賛
成
１２
人
、反
対
３
人
）

２
回
目

物
価
に
見
合
う

年
金
引
き
上
げ
を
求
め
る

（
継
続
に
賛
成
１０
人
、反
対
５
人
）

子ども達の為に教育予算の充実が求められている（登校風景）
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不不
採採
択択

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
の
輸
入
見
直
し
を

（
賛
成
３
人
、反
対
12
人
）

◎
請
願
者

能
美
市
辰
口
町
２
０
４－

１

農
民
運
動
石
川
県
連
合
会

宮
岸

美
則

◎
紹
介
議
員

北
川

悦
子

◎
趣

旨
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

の
輸
入
は
、
安
全
性
に
加

え
て
、
国
際
的
な
価
格
の

高
騰
に
加
担
し
、
途
上
国

の
人
々
の
食
糧
を
奪
う
こ

と
に
な
る
。国
内
で
は「
生

産
過
剰
」
が
米
価
下
落
の

原
因
と
し
て
、
生
産
調
整

が
拡
大
・
強
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
も
輸
入

は
許
さ
れ
な
い
。

【
水
口

裕
子
議
員
】

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
が

日
本
の
食
の
安
全
を
脅
か
し
、

米
価
の
下
落
を
加
速
さ
せ
、

日
本
の
農
業
を
疲
弊
さ
せ
る

原
因
の
一
つ
。
ま
た
、
３
秒

に
１
人
が
飢
餓
で
亡
く
な
っ

て
い
る
世
界
の
状
況
な
ど
考

え
た
と
き
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
米
の
輸
入
は
中
止
す
べ

き
だ
と
思
う
。

【
北
川

悦
子
議
員
】

昨
年
９
月
に
発
覚
し
た
ミ

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
汚
染

米
不
正
転
用
事
件
は
、
食
の

安
全
と
責
任
が
問
わ
れ
る
も

の
で
、
安
全
宣
言
以
降
も
食

品
加
工
現
場
で
汚
染
米
は
発

見
さ
れ
て
い
る

３０
億
円
の
費
用
を
か
け

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
は
い

え
、
汚
染
米
が
い
つ
国
民
の

口
に
入
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
あ
り
、
食
の
安
全

を
大
き
く
脅
か
し
て
ま
で
輸

入
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

【
八
田
外
茂
男
議
員
】

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

輸
入
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
定
め
た

も
の
で
、
国
の
政
策
に
基
づ

き
輸
入
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

安
全
性
は
受
入
体
制
に
対
す

る
問
題
。

日
本
の
国
益
を
考
え
、
機

械
、
自
動
車
等
を
輸
出
す
る

た
め
に
も
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
米
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
方
針
に

の
っ
と
り
輸
入
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
国
の
関
係
機

関
が
安
全
な
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
米
の
運
用
を
す
る
も
の
。

【
南

和
彦
議
員
】

事
故
が
起
き
た
の
は
あ
く

ま
で
管
理
体
制
に
問
題
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

優
先
順
位
を
考
え
た
場
合

に
は
国
益
を
重
視
す
る
べ
き

と
考
え
る
。

不不
採採
択択

農
地
法
の「
改
正
」に
反
対
す
る

（
賛
成
3
人
、
反
対
12
人
）

◎
請
願
者

能
美
市
辰
口
町
２
０
４
―
１

農
民
運
動
石
川
県
連
合
会

宮
岸

美
則

◎
紹
介
議
員

北
川

悦
子

◎
趣

旨
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
農
地
を
大

企
業
や
外
資
系
企
業
を
含
む
一
般
企

業
が
利
用
す
れ
ば
、
農
地
が
資
産
化

さ
れ
る
懸
念
も
あ
る
。

持
続
的
で
安
定
的
な
農
業
の
た
め
に

も
農
地
法
の
改
正
に
反
対
す
る
。

審査しました
あなたの請願

賛賛成成だだ!!

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

輸
入
見
直
し
に

干拓地の農業

反反対対だだ!!
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長
期
的
な
財
政
の

展
望
を
示
せ

Ｑ

長
期
財
政
計
画
を
示
し
、

行
財
政
運
営
を
図
る
べ
き
。

財
政
計
画
の
策
定

に
取
り
組
む

Ａ

こ
れ
ま
で
は
、
歳
出
が

歳
入
を
大
幅
に
上
回
り
、
財

政
計
画
が
立
て
ら
れ
る
状
況

に
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
大

規
模
な
歳
出
の
計
画
を
中
心

と
し
た
財
政
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

積
算
等
も

出
せ
な
い
か

Ｑ

議
会
で
予
算
を
審
議
す

る
資
料
を
、
他
町
の
よ
う
な
、

詳
し
い
積
算
等
も
出
て
い
る

も
の
に
で
き
な
い
か
。

わ
か
り
や
す
い

方
法
を
検
討

Ａ

予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
を

変
更
す
る
必
要
が
あ
り
、
現

状
の
ま
ま
で
は
難
し
い
が
、

議
会
へ
の
説
明
資
料
と
し
て
、

わ
か
り
や
す
い
方
法
を
検
討

す
る
。

新
車
両
の
特
徴
は

Ｑ

消
防
ポ
ン
プ
車
が
更
新

さ
れ
る
が
、
経
過
年
数
と
新

車
両
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
持
っ
た
消
防
ポ
ン

プ
車
か
？

初
期
消
火
に
威
力

Ａ

経
過
年
数
に
つ
い
て
は

１７
年
経
過
し
た
も
の
で
、
特

徴
は
普
通
ポ
ン
プ
車
で
簡
易

水
槽
（
８
０
０
ℓ
）
を
積
載

し
て
お
り
初
期
消
火
に
威
力

を
発
揮
す
る
も
の
で
す
。

夕
陽
ヶ
丘
苑
の

負
担
額
は

Ｑ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

夕
陽
ヶ
丘
苑
の
個
人
負
担
月

額
は
、
い
く
ら
必
要
な
の
か
。

収
入
等
に
よ
り
設
定

Ａ

入
所
に
必
要
な
利
用
料

金
は
、
本
人
の
課
税
年
金
収

入
や
住
民
税
の
課
税
状
況
に

よ
り
段
階
的
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
館
２
人
部
屋
の

約
２
万
５
０
０
０
円
か
ら
、

最
高
額
で
新
館
個
室
の
約
１３

万
円
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の

工
事
状
況
は

Ｑ

西
荒
屋
と
大
根
布
小
学

校
の
工
事
の
状
況
は
。

耐
震
・
増
築
等
の

工
事
に
着
手

Ａ

西
荒
屋
小
は
、
耐
震
補

強
と
大
規
模
改
修
、
大
根
布

小
は
、
２
教
室
と
職
員
室
の

増
築
工
事
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
と
も
に
今
年
９
月
末
に

完
成
の
予
定
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
買
い
か
え
の

説
明
を
求
め
る

Ｑ

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
規
格

は
ど
う
い
う
物
を
考
え
て
い

る
の
か
。

乗
車
定
員
増
の

方
向
で

Ａ

現
行
の
バ
ス
は
、
平
成

５
年
に
購
入
し
、
座
席
は
向

か
い
合
っ
て
座
る
タ
イ
プ
で

定
員
は
６５
名
で
す
。
購
入
予

定
の
バ
ス
は
、
定
員
７８
名
で

進
行
方
向
に
向
い
て
座
る
タ

イ
プ
で
す
。

質疑の内容を紹介します

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

総務常任委員会

委員会レポート

工事が進む西荒屋小学校

待機中の消防ポンプ車
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公
園
遊
具
の

安
全
性
は

Ｑ

公
園
遊
具
の
点
検
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
不
具
合
等
で
撤
去
し
た

数
と
、
新
た
に
設
置
し
た
数

を
示
せ
。

年
間
３
回
の

点
検
実
施

Ａ

今
年
度
よ
り
、
学
校
・

保
育
所
・
公
園
遊
具
を
一
括

し
て
点
検
委
託
を
し
て
、
年

間
３
回
実
施
。
ま
た
遊
具
の

撤
去
は
４７
基
、
設
置
は
１２
基
。

道
の
駅

エ
コ
事
業
と
は

Ｑ

道
の
駅
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
化
事
業
の
概
要
は
。

環
境
に
や
さ
し
い

町
を
推
進

Ａ

施
設
内
に
太
陽
光
発

電
・
太
陽
電
池
時
計
・
東
屋

等
を
設
置
し
、
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
化
を
図
る
と
と
も
に

雨
水
浸
透
枡
を
展
示
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
町
を
推
進
し

た
い
。

Ｑ
「
恋
人
の
聖
地
」の
支
援

策
は
、
効
果
的
か
つ
慎
重
に

実
施
せ
よ
。

Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上

げ
ま
で
し
っ
か
り
と
支
援
し

た
い
。

集中豪雨の爪跡を改修
昨年7月28日の集中豪雨で浅野川から大量に流
入した水により、大野川堤防の一部が損壊しまし
た。このため県は、崩れた堤防の120ｍを強固に
修復しました。

復旧を終えた大野川堤防

大野川の堆積土砂の浚渫工事

産
業
建
設
常
任
委
員
会

安全性が求められる公園遊具

昨年 7月28日の集中豪雨で損壊した大野川堤防

環境開発対策特別委員会
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南
「
内
灘
マ
リ
ー
ナ
」に
隣

接
す
る
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ

ジ
が
「
恋
人
の
聖
地
」
に
認

定
さ
れ
た
。

本
町
は
、「
海
」
と
い
う

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
か
け

が
え
の
な
い
自
然
財
産
は
魅

力
で
あ
り
、
強
み
で
あ
る
。

こ
れ
を
最
大
限
に
生
か
し

た
地
域
活
性
化
策
を
創
出
す

る
た
め
、
隣
接
す
る
「
内
灘

マ
リ
ー
ナ
」
を
「
海
の
駅
」

に
登
録
申
請
せ
よ
。

副
町
長
「
内
灘
マ
リ
ー
ナ
」

を
「
海
の
駅
」
に
登
録
申
請

す
る
た
め
に
は
整
備
費
に
多

大
な
費
用
が
か
か
る
。

海
の
駅
と
す
る
可
能
性
も

求
め
な
が
ら
、
も
っ
と
利
用

し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

機
能
を
強
化
す
る
方
向
で
整

備
を
進
め
て
い
く
よ
う
働
き

か
け
る
。

南
「
海
」と
い
う
自
然
財
産

が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
地

域
活
性
化
へ
の
創
出
に
つ
い

て
町
の
展
望
は
ど
う
か
。

副
町
長

内
灘
海
岸
全
域
を
、

名
実
共
に
日
本
海
の
湘
南
と

言
わ
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ
る

町
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た

い
。

「
内
灘
闘
争
」を

全
国
に
発
信
せ
よ

南

本
町
に
は
、
戦
後
社
会

の
代
表
的
な
平
和
運
動
と
し

て
大
き
な
影
響
を
与
え
、
内

灘
の
名
を
全
国
に
知
れ
わ
た

ら
せ
た
「
内
灘
闘
争
」
と
い

う
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
歴
史
が
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
す
る
過
去
の

作
品
な
ど
を
対
象
に
映
画
化

し
、
こ
れ
ら
を
広
く
全
国
に

発
信
す
る
考
え
は
な
い
か
。

映
画
化
を

後
押
し
す
る
…

町
長

内
灘
闘
争
の
歴
史
的

な
意
味
や
価
値
な
ど
を
広
く

町
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
は

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
内
灘
砂
丘
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
身
近
な

事
業
を
通
し
て
そ
の
啓
発
に

努
め
る
な
ど
し
て
内
灘
闘
争

の
映
画
化
を
後
押
し
す
る
よ

う
な
機
運
づ
く
り
に
努
め
た

い
。

「内灘マリーナ」を「海の駅」に登録申請せよ
可能性を求めていく 副町長

海の駅とは、安心、安全
なマリンレジャーの振興
を図る新たな拠点として、

国土交通省が推進しています。主な登録要件は、
既に活用できる港湾やマリーナなどを有している
こと、来訪者のバスやトイレ、情報提供のための
施設や担当者の配置が必要です。県内では七尾
フィッシャーマンズワーフが登録されています。

用 語 解 説

南 和彦 議員

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇

機能強化が求められる内灘マリーナ
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

川
口

最
近
の
い
じ
め
問
題

は
、
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
の
普

及
で
、
メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
に

よ
り
陰
湿
な
も
の
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

子
ど
も
が
い
つ
で
も
悩
み

を
相
談
で
き
る
「
こ
ど
も
Ｓ

Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
」
を
、
町
長
２

期
目
の
公
約
で
あ
る
「
子
ど

も
権
利
条
例
」
の
中
に
取
り

入
れ
、
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

メ
ー
ル
、
ネ
ッ
ト

上
の
い
じ
め
な
ど
は
、
教
職

員
の
目
に
触
れ
に
く
く
、
保

護
者
等
か
ら
の
情
報
に
よ
り

初
め
て
知
る
こ
と
も
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
伴
う
効
果
的

な
対
応
策
が
急
務
で
、
子
ど

も
権
利
条
例
の
制
定
準
備
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
十

分
に
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
セ
ン
タ
ー

本
館
の
今
後
は

川
口

福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館

が
廃
止
に
な
っ
て
か
ら
３
カ

月
余
り
経
過
し
、
町
民
か
ら

不
満
も
聞
こ
え
て
い
る
。

こ
の
場
所
は
、
眺
望
も
良

く
好
立
地
で
あ
る
。

町
は
民
間
の
ホ
テ
ル
な
ど

を
誘
致
す
る
考
え
と
聞
い
て

い
る
が
、
現
在
ま
で
の
誘
致

の
進
捗
状
況
は
。

複
数
の
事
業
者
よ
り

問
い
合
わ
せ

町
長

現
在
ま
で
に
、
４
社

の
ホ
テ
ル
業
者
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
。

今
後
、
各
社
に
対
し
て
進

出
す
る
場
合
の
事
業
概
要
を

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
提
出
し
て
も
ら
い
、

選
考
委
員
会
で
決
定
し
た
い
。

平
成
２３
年
春
の
開
業
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

川
口

誘
致
で
き
た
場
合
、

市
街
化
調
整
区
域
の
解
除
に

要
す
る
期
間
は
。

町
長

事
業
者
を
決
定
し
、

県
と
協
議
し
な
が
ら
県
開
発

審
査
会
に
は
か
っ
て
い
く
。

川
口

町
の
懸
案
で
あ
る
北

部
開
発
を
進
め
る
場
合
、
現

在
の
産
業
振
興
課
、
北
部
対

策
室
の
人
員
で
足
り
る
の
か
。

町
長

か
な
り
の
負
荷
が
あ

る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
必

要
に
応
じ
強
化
す
る
。

川
口

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
大
規
模
改
修
を
行

い
、
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ

て
は
ど
う
か
。

町
長

民
間
の
力
を
借
り
て

再
整
備
を
図
り
、
魅
力
的
な

施
設
と
し
た
い
。

川
口

総
合
公
園
の
海
賊
船

も
来
年
度
ま
で
に
完
成
す
る
。

今
ま
で
以
上
に
利
用
者
が
見

込
め
る
の
で
は
。

町
長

総
合
公
園
、
町
全
体

の
魅
力
づ
く
り
に
適
合
す
る

方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

「
こ
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
」を
導
入
せ
よ

効
果
的
な
対
応
策
が
急
務

教
育
長

公募型プロ
ポーザル方式
とは、発注者

が事業者を公募し、事業内容の提案を
受けることをいいます。
発注者は提出された提案をもとに審
査します。

用 語 解 説

福祉センターを望む好眺望

川口 正己 議員
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藤
井

町
長
は
４
月
１５
日
、

内
灘
町
エ
コ
シ
ッ
プ
計
画
案

の
事
業
構
想
か
ら
環
境
省
を

訪
れ
、
環
境
大
臣
を
表
敬
し

た
。環

境
省
訪
問
で
の
要
望
と

こ
の
計
画
案
の
構
想
か
ら
、

町
長
の
思
い
入
れ
は
ど
う
か

概
要
を
聞
き
た
い
。

町
長

町
全
体
を
エ
コ
タ
ウ

ン
化
し
、
産
学
官
民
が
連
携

す
る
環
境
対
策
の
先
進
事
例

に
し
よ
う
と
の
計
画
で
あ
る
。

大
臣
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
、
計
画
の
実
現
に
向
か
っ

て
一
層
意
を
強
く
し
て
い
る
。

今
後
、
基
金
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
地
域
協
議
会
の
設

立
な
ど
、
早
急
に
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

藤
井

エ
コ
シ
ッ
プ
構
想
案

の
県
環
境
部
へ
予
算
に
絡
む

要
請
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長

県
環
境
部
と
、
県
住

宅
供
給
公
社
へ
は
説
明
済
み

で
、
協
力
を
得
ら
れ
る
と
の

心
強
い
返
答
を
得
て
い
る
。

藤
井

町
長
の
宮
崎
県
へ
の

視
察
表
敬
か
ら
、
収
穫
を
聞

き
た
い
。

町
長

水
耕
栽
培
な
ど
、
障

が
い
者
へ
の
可
能
性
を
引
出

す
新
し
い
農
業
の
あ
り
方
に

大
き
く
期
待
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金

町
で
の
事
業
計
画
は

藤
井

町
の
事
業
計
画
か
ら

ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
基
金
の
活
用
内
容
は
。

教
育
環
境
の

充
実
を
図
る

教
育
長

小
中
学
校
に
教
育

用
パ
ソ
コ
ン
１
１
３
台
、
電

子
黒
板
２６
台
、
小
学
校
普
通

教
室
に
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ

７２
台
、
鶴
ヶ
丘
小
学
校
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
一
式
の
配
置
を

計
画
す
る
。

藤
井

町
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー

定
期
点
検
整
備
は
充
分
か
。

総
務
部
長

さ
ら
に
安
全
や

保
守
管
理
に
努
め
て
い
く
。

藤
井

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
の
導
入
は
あ
る
か
。

町
民
福
祉
部
長

先
進
地
を

調
査
研
究
し
、
町
の
制
度
導

入
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
。

藤
井

河
北
潟
水
質
浄
化
対

策
に
つ
い
て
、
県
の
技
術
進

展
を
町
は
ど
の
程
度
把
握
し

て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
部
長

県
は
、
炭

素
繊
維
や
電
気
分
解
処
理
技

術
の
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

藤
井

河
北
潟
水
質
浄
化
対

策
に
お
け
る
町
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

町
民
福
祉
部
長

ビ
オ
ト
ー

プ
の
設
置
や
ヒ
シ
、
ア
サ
ザ

な
ど
植
生
に
よ
る
水
質
浄
化

作
用
の
検
証
を
行
う
予
定
。

藤
井

総
務
省
が
推
進
す
る

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長

で
き
る
だ
け
速

く
導
入
で
き
る
よ
う
地
域
防

災
計
画
の
整
合
を
図
り
検
討

を
し
て
い
る
。

藤
井

国
の
経
済
危
機
対
策

か
ら
一
次
補
正
予
算
で
の
町

の
取
組
み
内
容
を
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

５

億
５
０
０
０
万
円
の
事
業
費

を
計
上
。
臨
時
交
付
金
の
活

用
で
財
政
の
負
担
軽
減
を
図

る
。

藤
井

中
小
企
業
資
金
繰
り

支
援
制
度
、
町
の
認
定
数
は
。

都
市
整
備
部
長

前
年
度
は

５２
社
、
今
年
度
は
既
に
２１
社

が
認
定
を
受
け
、
急
激
に
増

加
し
て
い
る
。

エ
コ
シ
ッ
プ
計
画
、事
業
構
想
を
問
う

環
境
対
策
の
先
進
事
例
に

町
長

藤井 良信 議員

6月20日のキャンドルナイト
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清
水

要
望
事
項
、
い
わ
ゆ

る
口
利
き
は
、
議
員
が
第
三

者
の
依
頼
を
受
け
て
、
あ
る

い
は
個
人
、
団
体
が
職
員
に

直
接
問
い
合
わ
せ
や
要
望
を

出
し
、
特
定
の
個
人
や
団
体
、

企
業
に
便
宜
を
図
る
こ
と
。

要
求
・
要
望
事
項
を
記
録

し
て
違
法
、
不
当
な
も
の
は

報
告
、
公
表
す
る
要
望
事
項

記
録
制
度
を
設
け
よ
。

町
長

要
望
等
の
公
平
性
、

違
法
性
の
判
断
が
非
常
に
難

し
い
事
案
も
想
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
場
合
に
対
処
す

る
備
え
と
し
て
、
要
望
時
に

お
け
る
記
録
作
成
や
複
数
職

員
に
よ
る
対
応
な
ど
、
よ
り

適
切
な
方
策
の
実
施
を
考
え

た
い
。

５２５
万
円
の
燃
料
電
池

も
い
い
け
ど
、

雇
用
対
策
を
…

清
水

「
環
境
の
町
・
内
灘

町
」
の
発
信
、
事
業
費
５
２

５
万
円
の
燃
料
電
池
、
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
も
い
い

け
れ
ど
も
、
町
民
に
は
、
そ

の
前
に
、
生
活
に
直
結
し
て

い
る
雇
用
、
失
業
対
策
が
今
、

最
も
緊
急
な
課
題
だ
。

町
民
の
生
活
に
目
を
向
け

た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

充
実
へ
の
町
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

雇
用
、
失
業
問
題
に
対
す

る
相
談
窓
口
の
設
置
、
さ
ら

に
は
町
単
独
の
雇
用
対
策
事

業
を
打
ち
出
せ
。

国
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
に
全
力

都
市
整
備
部
長

産
業
振
興

課
が
窓
口
と
な
り
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
な
が
ら

適
切
な
対
応
に
努
め
る
。

さ
ら
に
国
の
緊
急
雇
用
創

出
事
業
の
実
現
、
実
施
に
全

力
を
挙
げ
る
。

清
水

緊
急
雇
用
創
出
事
業

の
実
施
事
業
数
は
。

都
市
整
備
部
長

６
事
業
の

う
ち
３
事
業
が
実
施
済
み
。

全
体
で
２１
名
の
雇
用
予
定
で

現
在
ま
で
１２
名
を
雇
用
。

清
水

達
成
率
、
直
接
雇
用

者
数
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

雇
用
達
成

率
は
現
在
５７
・
１
％
。

直
接
雇
用
者
数
は
１１
名
。

清
水

予
算
額
と
実
績
額
は
。

都
市
整
備
部
長

全
体
予
算

額
２
９
３
０
万
２
０
０
０
円

の
う
ち
５６
万
５
０
６
０
円
を

支
出
し
て
い
る
。

清
水

内
灘
海
岸
で
の
今
夏

の
防
犯
体
制
は
。

総
務
部
長

関
係
機
関
に
よ

る
警
備
、
巡
視
、
監
視
体
制

の
強
化
を
図
り
、
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
に
取
り
組
む
。

清
水

臨
時
移
動
交
番
は
今

年
も
設
置
さ
れ
る
の
か
。

総
務
部
長

既
に
津
幡
署
に

要
望
し
た
。
現
在
、
よ
り
効

果
的
な
実
施
体
制
に
向
け
調

整
中
と
聞
い
て
い
る
。

清
水

夜
中
の
花
火
の
打
ち

上
げ
禁
止
や
海
岸
の
使
用
と

管
理
の
あ
り
方
な
ど
、
海
岸

条
例
の
制
定
の
状
況
は
。

総
務
部
長

石
川
高
専
と
連

携
し
て
条
例
制
定
に
向
け
、

研
究
に
着
手
し
た
。

清
水

条
例
制
定
の
具
体
的

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

年
度
内
に
、
海

岸
魅
力
づ
く
り
委
員
会
と
利

用
形
態
の
調
査
・
検
討
。
そ

の
後
、
条
例
制
定
作
業
に
入

る
。

要望事項記録制度を設けよ
記録作成や複数職員で対応 町長

実施された雇用創出事業

清水 文雄 議員
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北
川

公
共
交
通
機
関
の
充

実
と
利
便
性
の
向
上
は
、
定

住
促
進
策
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

北
陸
鉄
道
は
、
内
灘
駅
白

帆
台
区
間
の
路
線
を
大
幅
に

減
便
し
、
合
わ
せ
て
土
・
日

曜
は
、
全
便
、
医
科
大
ま
で

と
し
た
。

既
存
の
電
車
や
バ
ス
路
線

の
確
保
を
図
り
、
定
住
促
進

策
に
取
り
組
む
姿
勢
を
予
算

に
反
映
さ
せ
よ
。

町
長

公
共
交
通
機
関
の
充

実
は
定
住
促
進
お
よ
び
５
年

後
の
北
陸
新
幹
線
開
業
に
よ

る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
欠
か

せ
な
い
施
策
で
あ
る
。

今
後
も
北
陸
鉄
道
、
北
鉄

金
沢
中
央
バ
ス
に
増
便
の
要

望
を
続
け
、
乗
客
数
を
ふ
や

す
施
策
や
運
営
の
た
め
の
補

助
制
度
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

北
川

近
隣
他
市
町
へ
の
交

通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向
上

を
図
り
、
定
住
促
進
策
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
な
い
か
。

町
長

道
路
網
の
整
備
や
公

共
交
通
の
充
実
な
ど
、
都
市

基
盤
の
整
備
も
そ
の
重
要
施

策
の
一
つ
と
考
え
る
。

北
川

西
荒
屋
セ
レ
モ
ニ
ー

か
ら
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ

間
の
町
道
を
、
県
道
格
上
げ

に
向
け
県
に
強
く
要
望
せ
よ
。

町
長

県
道
昇
格
、
未
整
備

区
間
の
早
期
拡
幅
改
良
は
、

か
ね
て
よ
り
国
・
県
へ
要
望

し
て
お
り
、
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
。

補
助
金
の
削
減
は

地
域
活
性
化
の
妨
げ

北
川

町
長
公
約
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
住
民

が
主
体
の
施
策
で
あ
る
。

基
本
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
地
区
公
民

館
活
動
を
通
し
て
育
ま
れ
る
。

地
区
公
民
館
へ
の
補
助
金

を
毎
年
削
減
し
て
い
く
の
は

地
域
活
動
の
活
性
化
の
妨
げ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

自
主
活
動
部
分
を

や
む
な
く
減
額

教
育
長

地
区
公
民
館
運
営

補
助
金
は
、
運
営
に
係
る
基

本
部
分
と
特
定
目
的
の
自
主

活
動
部
分
か
ら
成
り
立
つ
。

運
営
補
助
金
の
一
部
削
減

は
、
自
主
活
動
部
分
の
補
助

で
あ
る
。

町
の
厳
し
い
財
政
事
情
か

ら
や
む
な
く
減
額
し
た
。

北
川

１
町
会
１
公
民
館
は
、

地
域
か
ら
の
問
題
点
を
と
ら

え
る
た
め
に
も
必
要
な
組
織

体
制
で
な
い
か
。

教
育
長

地
域
づ
く
り
と
町

民
の
生
涯
学
習
の
か
な
め
を

な
す
の
が
公
民
館
シ
ス
テ
ム

と
考
え
る
。

北
川

町
行
財
政
改
革
実
施

計
画
に
お
け
る
、
町
会
、
公

民
館
組
織
の
見
直
し
の
方
向

性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
町
民
と
話
し
合
い
を

重
ね
な
が
ら
方
向
性
を
得
た

い
。

北
川

「
内
灘
町
版
ま
ち
づ

く
り
活
性
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
、
指
導
す
る
こ
と
を

提
案
。

教
育
長

町
の
発
展
は
、
町

会
、
区
会
の
活
動
の
基
に
成

り
立
つ
も
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
は
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

公共交通の充実で定住促進を図れ
北陸新幹線の開業に期待 町長

北川 進 議員

大幅に減便された白帆台へのバス
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恩
道

国
、
県
の
補
助
金
を

積
極
的
に
活
用
し
、
太
陽
光

や
風
力
な
ど
を
生
か
し
た
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
用
し
て
、

一
層
の
エ
コ
社
会
を
目
指
す

こ
と
が
重
要
だ
。

内
灘
町
環
境
基
本
条
例

「
人
に
も
地
球
に
も
優
し
い

内
灘
」
の
創
造
に
大
い
に
つ

な
げ
る
た
め
の
今
後
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

町
長

国
の
第
一
次
補
正
予

算
に
呼
応
し
て
、
鶴
ケ
丘
小

学
校
と
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
、
ま

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
燃
料
電
池
を
導
入
し
た

い
。幅

広
く
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
に
向
け
、
国
の
補
助
事
業

を
最
大
限
活
用
し
制
度
の
拡

充
、
整
備
に
努
め
た
い
。

恩
道

い
し
か
わ
事
業
者
版

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
し
た
が
、

温
暖
化
防
止
に
向
け
て
の
施

策
お
よ
び
数
値
目
標
を
問
う
。

町
長

国
や
県
の
数
値
を
上

回
る
積
極
的
な
Ｃ
Ｏ
２

削
減

目
標
を
設
定
し
た
い
。

恋
人
の
聖
地
認
定

機
会
を
逃
さ
ず
施
策
を

恩
道

町
は
、「
ラ
ブ
ア
ン

ド
ビ
ー
チ
／
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ

リ
ッ
ジ
内
灘
」
と
し
て
、
恋

人
の
聖
地
に
４
月
１
日
認
定

さ
れ
た
。

す
ば
ら
し
い
自
然
と
歴
史

が
あ
り
、
全
国
の
ど
こ
に
も

負
け
な
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

認
定
の
機
会
を
逃
す
こ
と

な
く
、
内
灘
町
を
全
国
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
発
信
す
る

の
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、

今
後
の
活
動
を
支
援

副
町
長

恋
人
の
聖
地
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
組
織
と
し
て
、

商
工
会
、
観
光
協
会
等
の
各

種
団
体
や
町
民
な
ど
で
構
成

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す

る
計
画
で
あ
る
。

設
立
後
は
、
内
灘
海
岸
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
周
辺

の
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
運
営
、
グ
ッ
ズ

商
品
の
開
発
な
ど
の
活
動
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

し
っ
か
り
と
こ
れ
ら
の
活

動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

恩
道

す
ば
ら
し
い
恋
人
の

聖
地
と
す
る
た
め
、
放
水
路

両
岸
に
お
花
畑
公
園
を
つ
く

り
、
一
大
名
所
と
せ
よ
。

副
町
長

の
り
面
の
お
花
等

の
植
栽
は
、
関
係
管
理
者
と

協
議
す
る
。
放
水
路
周
辺
を

観
光
拠
点
と
し
て
整
備
し
た

い
。

エ
コ
社
会
に
向
け
た
具
体
策
は
何
か

国
の
補
助
事
業
を
最
大
限
に
活
用
町
長

いしかわ事業者版環境ＩＳＯ
は、積極的に環境保全活動に
取り組む事業者を登録するた

め、石川県が創設した登録制度です。
取組み必須項目数を少なくし、書類審査のみで登
録できるようにするなど、比較的容易に取り組み・
登録することができる仕組みとなっています。

用 語 解 説

恋人の聖地とともに整備が求められる放水路周辺

恩道 正博 議員
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水
口

女
性
の
意
思
決
定
過

程
へ
の
参
画
を
進
め
る
た
め

の
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
来
年
度
は
女
性
議

会
を
開
催
す
る
の
か
。

町
長

昨
年
度
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
講
座
を
受
講
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
向
上
と

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の

講
座
を
予
定
し
て
お
り
、
多

く
の
方
々
に
参
加
を
呼
び
か

け
る
。

女
性
の
た
め
の
講
座
は
こ

れ
か
ら
も
門
戸
を
広
げ
る
と

同
時
に
、
来
年
度
は
女
性
議

会
を
開
催
す
る
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

導
入
せ
よ

水
口

二
酸
化
炭
素
の
削
減

策
の
一
つ
と
し
て
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
町
の
施

設
に
設
置
し
周
知
せ
よ
。

安
全
性
に
課
題

環
境
政
策
課
長

町
施
設
へ

の
導
入
は
、
実
際
に
火
を
使

う
こ
と
、
排
煙
装
置
の
取
り

つ
け
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

時
間
を
か
け
て
調
査
、
検
討

を
す
る
。

水
口

完
全
米
飯
給
食
へ
の

転
換
を
。

学
校
教
育
課
長

現
在
の
米

飯
３
食
、
パ
ン
２
食
と
し
て
、

給
食
内
容
に
め
り
張
り
を
つ

け
提
供
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

水
口

パ
ン
に
は
洋
風
献
立
、

米
に
は
和
風
献
立
と
す
る
の

は
、
硬
直
化
し
た
思
考
で
な

い
か
。

学
校
教
育
課
長

和
食
に
は

和
食
の
お
か
ず
、
洋
食
に
は

洋
食
の
お
か
ず
の
献
立
が
あ

る
こ
と
が
食
育
と
考
え
る
。

水
口

安
全
・
安
心
、
地
産

地
消
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

学
校
教
育
課
長

今
後
安
定

供
給
が
図
ら
れ
れ
ば
大
い
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

水
口

町
の
農
家
全
体
に
子

ど
も
た
ち
の
米
を
つ
く
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
全
町
的
な

水
田
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

減
農
薬
、

減
化
学
肥
料
で
の
集
団
営
農

が
可
能
な
団
体
は
、
町
北
部

営
農
組
合
し
か
な
い
の
が
現

状
。

「
女
性
議
会
」
後
の
取
り
組
み
は

こ
れ
か
ら
も
門
戸
を
広
げ
る

町
長

ペレットストー
ブとは、おがく
ず等の製材廃材

や林地残材、古紙といった木質系の副産
物、廃棄物を粉砕、圧縮し、成型した固
形燃料である木質ペレットを燃料とする
暖房型のストーブです。

用 語 解 説

水口 裕子 議員

３月１日のチャレンジ女性議会
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北
川

白
帆
台
地
域
の
定
住

促
進
策
か
ら
始
ま
っ
た
、
定

住
促
進
奨
励
金
制
度
は
、
な

ぜ
新
築
だ
け
が
対
象
な
の
か
。

不
況
の
中
、
空
き
家
が
増

え
て
い
る
現
在
、
町
の
活
性

化
の
た
め
に
も
、
中
古
住
宅

の
取
得
に
も
制
度
を
拡
大
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

当

初
は
白
帆
台
地
区
へ
の
転
入

人
口
を
増
や
す
こ
と
を
目
的

に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
今

回
の
制
度
に
決
定
し
た
。

適
用
期
間
の
来
年
１２
月
３１

日
ま
で
に
定
住
促
進
効
果
を

検
証
し
、
内
容
の
見
直
し
を

検
討
す
る
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

助
成
制
度
を

北
川

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、

昨
年
１２
月
か
ら
接
種
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

全
額
実
費
で
大
変
な
負
担

で
あ
る
。
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
へ

の
助
成
制
度
を
設
け
よ
。

総
合
的
な
助
成
を

検
討

町
長

今
後
は
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
だ
け
で
な
く
、
１
度
の
接

種
で
終
生
免
疫
と
な
る
水
痘

や
お
た
ふ
く
風
邪
な
ど
の
ワ

ク
チ
ン
も
考
慮
し
、
総
合
的

に
助
成
で
き
な
い
か
、
専
門

家
と
検
討
し
て
い
く
。

北
川

親
と
同
様
に
子
ど
も

た
ち
の
貧
困
が
叫
ば
れ
る
今
、

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
を

無
料
化
せ
よ
。

町
民
福
祉
部
長

県
や
近
隣

市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今

後
、
福
祉
施
策
の
見
直
し
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

北
川

ス
タ
ー
ト
後
２
週
間

余
り
で
、
経
過
措
置
を
実
施

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
新
要

介
護
認
定
制
度
の
認
識
を
問

う
。

町
民
福
祉
部
長

よ
り
正
確

に
介
護
の
手
間
を
介
護
認
定

に
反
映
し
、
認
定
結
果
の
ば

ら
つ
き
を
減
ら
す
た
め
と
認

識
。

北
川

申
請
に
よ
り
従
来
の

介
護
度
を
継
続
で
き
る
と
い

う
経
過
措
置
の
周
知
方
法
は
。

町
民
福
祉
部
長

職
員
が
訪

問
し
、個
別
に
説
明
し
て
い
る
。

北
川

特
定
健
診
・
が
ん
検

診
の
個
別
実
施
医
療
機
関
の

拡
大
を
図
れ
。

町
民
福
祉
部
長

受
診
率
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
高
齢
者

の
が
ん
個
別
検
診
も
含
め
、

健
診
機
関
を
再
検
討
し
た
い
。

北
川

シ
ル
バ
ー
健
診
の
が

ん
検
診
を
、
わ
か
り
や
す
く

案
内
す
べ
き
だ
。

町
民
福
祉
部
長

広
報
等
に

よ
り
周
知
し
、
次
年
度
以
降
、

わ
か
り
や
す
い
案
内
状
に
工

夫
し
て
い
く
。

北
川

シ
ル
バ
ー
健
診
に
、

が
ん
検
診
の
個
別
、
人
間

ド
ッ
ク
検
診
を
独
自
に
助
成

せ
よ
。

町
民
福
祉
部
長

法
的
に
定

め
ら
れ
て
い
る
特
定
健
診
等

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
優
先
。

北
川

林
帯
遊
歩
道
の
緑
台

方
面
に
ト
イ
レ
の
設
置
を
再

び
求
め
る
。

産
業
振
興
課
長

現
在
、
ト

イ
レ
の
増
設
は
考
え
て
い
な
い
。

北
川

「
ア
カ
シ
ア
交
差
点

が
朝
日
で
見
に
く
い
」
信
号

機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
よ
。

総
務
課
長

県
公
安
委
員
会

へ
信
号
機
の
改
善
要
望
を
し

て
い
く
よ
う
検
討
し
た
い
。

中古住宅にも定住促進奨励金を
促進効果を検証し、見直し時に検討

まちづくり政策部長

細菌性髄膜炎は、
細菌が脳に感染す
る重症の感染症で、

それを引き起こす主な菌が、インフルエン
ザ菌の b型菌と肺炎球菌などです。この
うち、インフルエンザ菌の b型菌は、そ
の頭文字を取ってHib＝ヒブと呼ばれます。

用 語 解 説

内灘町役場での検診

北川 悦子 議員

うちなだ議会だより 第98号 平成21年7月23日17



夷
藤

大
野
川
の
緑
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
付
近
の
不
法
係
留
船

は
、
県
の
強
い
指
導
の
も
と
、

今
で
は
約
５
隻
を
残
す
ば
か

り
と
な
っ
た
が
、
係
留
し
て

い
た
船
の
桟
橋
が
問
題
だ
。

子
ど
も
達
が
、
川
に
石
を

投
げ
て
い
た
り
、
手
す
り
に

つ
な
が
っ
て
遊
ん
で
い
る
と

き
に
誤
っ
て
落
ち
た
と
い
う

こ
と
で
、「
何
と
か
し
て
下

さ
い
」
と
い
う
住
民
の
切
実

な
る
願
い
に
、
町
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
の

か
。

都
市
整
備
部
長

５
隻
は
、

撤
去
さ
れ
な
い
場
合
、
県
等

で
撤
去
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

桟
橋
は
、
所
有
者
に
よ
る

撤
去
が
原
則
。

以
前
か
ら
あ
る
も
の
、
所

有
者
の
確
認
が
困
難
な
も
の

は
、
県
が
６
月
末
よ
り
随
時

撤
去
の
予
定
。

夷
藤

桟
橋
周
辺
に
残
さ
れ

た
ご
み
の
撤
去
は
、
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

県
に
申
し

入
れ
を
し
て
い
き
た
い
。

夷
藤

大
野
川
の
大
根
布
地

区
で
の
マ
リ
ー
ナ
建
設
構
想

は
、
継
続
さ
れ
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

県
は
、
整

備
し
た
係
留
施
設
や
周
辺
施

設
の
受
け
入
れ
規
模
を
考
え
、

現
段
階
で
は
見
合
わ
せ
て
い

る
。

人
材
の
確
保
出
来
ず
、

空
き
ベ
ッ
ド
？

夷
藤

社
会
福
祉
法
人
内
灘

町
福
祉
会
「
夕
陽
ケ
丘
苑
」

は
、
定
員
９７
名
の
と
こ
ろ
、

３
月
の
入
所
者
は
７２
名
、
定

員
に
対
し
２５
名
の
空
き
が
あ

る
。５

月
３１
日
現
在
、
待
機
者

が
、
町
内
待
機
者
６２
名
、
町

外
待
機
者
が
３４
名
、
合
わ
せ

て
９６
名
の
人
た
ち
が
、
待
ち

続
け
て
い
る
。
こ
の
数
字
を

見
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に

思
う
か
。

７
月
末
の

満
床
を
目
指
す

町
長

入
所
希
望
の
受
け
入

れ
は
、
本
年
２
月
よ
り
順
次

入
所
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

る
が
、
定
員
に
達
し
て
い
な

い
の
が
現
状
だ
。

今
後
、
早
急
に
介
護
職
員

の
確
保
に
努
め
、
７
月
末
の

満
床
を
目
指
し
て
順
次
入
所

を
受
け
入
れ
て
い
く
予
定
。

夷
藤

要
介
護
に
必
要
な
資

格
を
有
す
る
人
材
の
確
保
が

で
き
ず
、
ベ
ッ
ド
の
空
き
を

生
ん
で
い
る
の
で
は
。

町
長

介
護
職
員
の
不
足
に

よ
っ
て
、
増
床
分
で
は
１９
名

の
入
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

夷
藤

今
あ
る
ベ
ッ
ド
を
埋

め
る
と
す
れ
ば
、
ど
れ
だ
け

の
職
員
の
確
保
が
必
要
か
。

町
長

７
月
ま
で
に
あ
と
２

名
採
用
す
れ
ば
、
当
初
予
定

の
１６
名
か
ら
２０
名
の
職
員
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

夷
藤

こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

町
長

今
後
と
も
、
適
正
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ

り
高
齢
者
福
祉
の
充
実
図
っ

て
い
き
た
い
。

船の桟橋が問題だ
６月末より随時撤去 都市整備部長

夷藤 満 議員

撤去される桟橋
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定例会での一般質問のゆくえ

平成20年 3月から今年6月まで、民間7団
体と協定を結びました。

協定締結団体一覧（敬称略）
イオン㈱マックスバリュ事業本部関西北陸事業部、㈱大
京、石川県電気工事組合、内灘管工事組合、北陸コカ・コー
ラボトリング㈱、NPO法人 FMかほく、NPO法人コメリ
災害対策センター、㈶北陸電気保安協会

平成 20年 4月より、販売を開始。
入浴料金により3種類で、各11枚つづり。
ほのぼの湯の受付で購入できます。

合同の災害復旧体制を目指せ
民間の業者を入れた合同災害復旧体制をつ
くる考えはないか。

【平成１９年１２月議会、八田外茂男議員】

「ほのぼの湯」に回数券を
「ほのぼの湯」は天然温泉で、町民の皆さ
んがもっと利用すれば、福祉の向上につなが
る。11枚つづりの回数券を導入し、そこに
1枚の無料券をつけ発行する考えはないか。

【平成１９年１２月議会、夷藤 満議員】

導入時期を協議する
割引回数券の発行は、内灘町公共施設等管
理公社が町の承認を得て、自助努力で割引す
るもの。今後、公共施設等管理公社と割引回
数券の導入時期や内容について、協議を行っ
ていく。

早期実現を検討していく
民間業者を入れた合同の災害復旧体制は、
町管工事組合や建設業協会などとすでに話を
しており、早期に実現できるよう検討してい
きたい。

3 種類の回数券

答 弁

その後

内灘管工事組合との協定（H 20.6.20）

答 弁

その後

うちなだ議会だより 第98号 平成21年7月23日19



編
集
編編
集集後

記
後後
記記

自
由
奔
放
な
童
心
に
帰
る

今
回
紹
介
す
る
人
は
、

鶴
ヶ
丘
に
お
住
ま
い
の

多
田
正
暁
さ
ん
６２
歳
で
す
。

◆
内
灘
に
住
ん
で
何
年
に
な
り

ま
す
か
。

〇
昭
和
４６
年
か
ら
鶴
ヶ
丘
に
移

り
住
み
３８
年
に
な
り
ま
す
。

◆
お
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か
。

〇
七
尾
市
和
倉
町
で
す
。
七
尾

高
校
時
代
は
ヨ
ッ
ト
部
に
所

属
し
、
今
も
国
体
や
高
校
総

体
な
ど
で
Ａ
級
ジ
ャ
ッ
ジ
と

し
て
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
す
。

◆
町
の
カ
ル
チ
ャ
ー
で
陶
芸
を

始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
。

〇
縄
文
土
器
の
造
形
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
と
、
素
材
が
土
で
あ
り

自
由
奔
放
な
童
心
に
帰
れ
る

の
で
は
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
作
品
の
窯
出
し
の
時
は

い
つ
も
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

し
ま
す
。

◆
作
品
づ
く
り
で
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

〇
う
ま
く
作
ろ
う
と
い
う
意
識

は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
で
一
つ
し
か
な
い
も
の

と
の
思
い
が
楽
し
み
で
す
。

◆
陶
芸
で
何
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
。

〇
造
形
美
や
絵
画
的
要
素
、
書

の
感
性
、
土
く
れ
の
変
容
な

ど
総
合
芸
術
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
。

〇
芸
術
品
で
な
く
て
も
、
日
用

雑
器
や
大
き
な
も
の
に
も
挑

戦
し
て
い
き
た
い
。

◆
永
年
住
み
な
れ
た
内
灘
町
の

イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
で
す
か
。

〇
海
と
ア
カ
シ
ア
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
文
化
水
準
の
高

い
清
新
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

◆
今
後
町
に
望
む
こ
と
は
。

〇
高
齢
者
と
若
い
世
代
が
融
和

し
た
�
和
�
の
あ
る
町
づ
く

り
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

町
の
陶
芸
展
で
多
田
さ
ん
の

作
品
に
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

藤
井
良
信

事
務
局
書
記
が

変
わ
り
ま
し
た

7
月
1
日
付
で
、
税
務

課
か
ら
助
田
有
二
さ
ん
が

配
属
に
な
り
、
東
康
弘

書
記
は
、
町
監
査
委
員
事

務
局
へ
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
２
人
と
も
心
機
一
転

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

議会を傍聴しませんか！！
次の議会は9月に開催されます。
傍聴の受付は、3階のエレベーター

横で行なっています。
本会議の録画映像は、町ホームペー

ジでご覧ください。
議会事務局 TEL 286－6715

七
月
は
七
夕
。
牽
牛
と
織
女

が
一
年
ぶ
り
に
会
う
日
で
あ
る
。

織
女
は
鳳
車
に
乗
っ
て
鵲
（
カ

サ
サ
ギ
）
の
橋
を
渡
り
、
恋
人

牽
牛
と
会
う
。
ま
た
織
女
が
縫

い
物
や
織
物
に
巧
み
な
こ
と
か

ら
、
月
光
の
も
と
で
針
穴
に
五

色
の
糸
を
通
し
手
芸
の
上
達
を

願
っ
た
と
い
う
。

竹
笹
に
願
い
事
の
五
色
の
短

冊
を
取
り
つ
け
る
こ
と
か
ら
の

「
願
い
の
文
」よ
り
旧
暦
七
月
が

「
文
月
」と
呼
ば
れ
る
。

議
会
だ
よ
り
広
報
委
員
が
新

任
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〔
藤
井

良
信
〕

広
報
対
策
特
別
委
員
会

議

長

能
村

憲
治

委
員
長

藤
井

良
信

副
委
員
長

南

和
彦

委

員

清
水

文
雄

委

員

北
川

悦
子

委

員

生
田

勇
人

突撃！！
街かどインタビュー

能村議長より辞令交付を受ける助田書記

あなたの声

町町
議議
会会
EE
メメ
ーー
ルル
アア
ドド
レレ
スス

ggiikkaaii@@
ttoo
ww
nn..uucchhiinnaaddaa..llgg..jjpp

町町
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ

hhttttpp
::////ww

ww
ww
..ttooww

nn..uucchhiinnaaddaa..llgg..jjpp

発
行
：
内
灘
町
議
会

責
任
者
：
議
長
能
村
憲
治

編
集
：
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

〒
９２０‐

０２９２
石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
大
学
１丁
目
２‐
１

�
０７６‐

２８６‐
６７１５

FA
X０７６‐

２８６‐
６７１１

議議
会会
だだ
よよ
りり

町
章

20うちなだ議会だより 第98号 平成21年7月23日


